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ウ ィ ー ン 大 学 ケ ル マ ニ ス テ ィ ク 研 究 所 客 n 仞 究 員 ( 昭 和 5 6 q  3 1 ほ て )
東 北 人 学 教 豊 部 教 授
東 北 人 学 人 ツ 院 倒 際 文 化 研 窕 科 數 授
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昭 利 4 1 イ 1 、  3  ナ }
学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動
ト イ ツ 訣 学 ・ 文 学 振 興 会 ( ' 十 。 義 H  平 成 B 午 4  "  1 日 ~ 現 π に 予 る )
東 北 人 学 出 版 会 ' オ , 鮫 n  仟 勺 戊 1 4 イ r ~ 平 成 1 3 仟 )
文 学 修  1 ・ ( 央 京 都 ヴ 大 学 )
1.著 書
ノソレトマン・フォン・アウエ『哀れなハイソリヒ』(佐藤,佐々木,楠田,副
島共著) 1985年1月,大学書林
ゴットフリート・フォン・シュトラースプルク『トリスタソ』からりヴァリー・
ンとブランシェフルール(佐藤,佐々木,丹治,池田,田村共著)1992年4 打,
大学書林
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Hartmann von Aue における接続法一除外文,,ez ensldaz-satz"に関する
芳'察^
「国立音楽大学研究紀要」第5集 1969年3月
ノνレトマン・フォン・アウエにおける,ez ist unmngelich, daz-satze"1こついて
「東京都立大学人文学撮」第72号 1969年3月
Uber den Gebrauch und die Bedeutung von ,we11en" und ,,SU]n" im
,He]mbrecht"
「東北大学教養部紀要」第22号 1975年2月
Uber die ,ist daz-satze'二m Mittelhochdeutschen
「東北大学教養部紀要」第26号 1977年2月
G0仕 im ,Nibelungenlied"
「東北大学教養部紀要」第29号 1979年2月
Uber ,sehen" im ,Armen Heinrich" Hartmanns von Aue
「東北大学教養部紀要」第36号 1981年12月
中高ドイツ語における除外文ezensidaz一文について
『ことだまの万苹鏡藤田五郎先生古希記念論文集』広池学園出版部所収
1983年7 j]
グリム兄弟とゲーテ
『ゲーテとの避遁』三修社所収 1984年7月
『ヘルムブレヒト』における騎士像について
「東北大学教養部紀要」第46号 1986年12月
中高ドイツ語における「出会いの歎き」について
「東北大学教養部紀要」第48号 19釘年12月
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2Ⅱ
『 ヘ ル ム ブ レ ヒ ト 』 に お け る 親 子 像
『 総 合 研 究 中 世 の 文 化 』 角 川 書 店 所 収  1 9 8 8 年 2 打
『 ニ ー ベ ル ン ゲ ン の 歌 』 に お け る 女 性 像
「 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 」 第 5 3 号  1 9 8 9 年 1 2 月
翻 訳 に お け る メ タ 言 盲 吾 的 機 能 と 働 き か け 機 能 一 読 者 措 定 に 関 す る 問 題 一 ( 遠
藤 ・ 板 垣 と 共 著 ) 「 東 北 大 学 大 学 院 国 際 文 化 研 究 科 論 集 」 第 2 号  1 9 9 4 年 1 2 月
D a s  L e b e n s g e f a h l i m  , N i b e l u n g e n l i e d " - i m  v e r g l e i c h  m i t  d e m  , H e i ・
k e m o n o g a t a r i "
V e r 6 丘 e n t l i c h u n g e n  d e s  J a p a n i s c h - D e u t s c h e n  z e n t r u m s  B e r l i n ( J D Z B )
B a n d  3 0  1 9 9 6 4 r  4 月
W o r u m  h a n d e l t  e s  s i c h  b e i  d e r  u b e r s e t z u n g ?
1 . 1 D V - R e g i o n a l t a g u n g  A s i e n  B e i j i n g  9 4  「 国 際 下 イ ツ 語 教 育 学 会 ア ジ ブ 地
区 大 会 文 集 」 北 京  1 9 9 6 年
D i e  u b e r s e t z u n g  u n d  d i e  M u t t e r s p r a c h e
r P 6 n y 6 k y 6 n g u  ( o b e r s e t z u n g s f o r s c h u n g ) J  H e 丘  5  S e o U 1  1 9 9 7 年
D i e  u b e r s e t 2 U n g  u n d  d i e  i n t r a k u l t u r e Ⅱ e  K o m m u n i k a t i o n
「 東 北 大 学 大 学 院 国 際 文 化 研 究 科 論 集 」 第 6 号  1 9 9 8 年 1 2 月
親 子 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 挨 拶 か ら 一 中 世 ド イ ツ 文 学 作 品 を 例 と し て ー
東 北 大 学 大 学 院 国 際 文 化 研 究 科 『 国 際 文 化 研 究 の 発 展 に 向 け て 』 所 収  2 0 0 0
年 3 月
U b e r  d i e  E h r e  i m  < l i h ι 1 1 ι π g ι π h ' ι d
「 東 北 大 学 大 学 院 困 際 文 化 研 究 科 論 集 」 第 9 号  2 0 0 1 年 1 2 月
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Ⅲ . 口 頭 発 表
A . 国 内
1 . ノ ソ レ ト マ ン ・ フ ォ ン ・ ア ウ エ に お け る 接 続 法
1 9 6 8 年 Π 本 独 文 学 会 春 季 研 究 発 表 会 於 東 京 都 立 大 学
2 . 中 世 文 学 に お け る 騎 士 像 ヴ ェ ル ン ヘ ア ・ デ ア ・ ゲ ル ト ナ ー
1 9 8 5 年 日 本 独 文 学 会 秋 季 研 究 発 表 会 於 岩 手 大 学
3 . グ リ ム 兄 弟 に つ い て
宮 城 県 図 書 館 昭 和 6 2 年  a 9 8 プ 羽  5 月 2 0 日 , 仙 台
4 . 『 ニ ー ベ ル ン ゲ ン の 歌 』 に お け る < 名 誉 > の 諸 相
1 9 9 9 年 1 0 月 1 6 日 日 本 独 文 学 会 秋 季 研 究 発 表 会 於 徳 島 大 学
B.国外
1. worum handelt es sich bei der ubersetzung?
第・一回国際ドイツ語教育学会アジア地区大会 1994年8月,北京
2.『ニーベルンゲンの歌』における生活感情一『平家物語』と比較してー
Symposium 'Das Mittelalter in der Gegenwart'
ベルリン日独センター,1995年9 打,ベルリン
3. Die ubersetzung und die Muttersprache
国際シンポジウム「アジア地区ゲルマニスティークにおける翻訳の機能と問
顯」ドイツ・韓同文学棚訳研究所,ソウル大学 1996年9月,ソウル
4. Die ubersetzung und die intrakultureⅡe Kommunikation
アジア地区ゲルマニスト会議,1997年9月,ソウル
Ⅳ.
戸澤明著『美と捨身』について
伺学社「ラテルネ」 68号 1992年9刃15日
V.翻
3
ヤーコプ・グリム「シラー追想講演」
(『ゲーテとの泌遁』三修社所収) 1984年7月
气五.
『ゲルマニア』/S手'tユコ、' 1工1二、
の他
rpateTnosterj
同学社「ラテルネ」 61号 1988年1月10Π
「蜜泗」
同学社「ラテルネ」部号 2000年1月10Π
「カール大帝は生きている」
ゲルマニア会(束京外国語大学ドイツ語専攻同窓会)
第 2 ・号 2001仟・11月15日
「三つの触い」
同学社「ラテルネ」 90号 2003年9月30日
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